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は し が き

本 報 告 書 は、 日本 学 術 振 興 会 に よ る表 記 の科 学研 究 費 補

助 金 を主 と した研 究 費 を使 用 して行 わ れ た研 究 の結 果 を ま

とめ た もの で あ る 。表 題 に 直接 関連 す る 報 告 の ほか 、 当 該

年度 内 に行 わ れ た 、 エネ ル ギー 代 謝 産 物 で あ る二 酸 化 炭 素

の経 皮 的滲 入 に よ り生 ず る生 体 反 応 に 関す る研 究 の成 果 に

つ い て も添 付 した。
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交付決定額(配 分額) (金額単位:千 円)

直接経費 間接経費 合計

平成14年度 5,600 0 5,60a

平成15年度 4,600 0 ・11

総 計 10,200 0 lo,20a
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